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令和５年度  

足利市職員採用試験案内 
≪募集職種≫ 

学芸員（近現代美術） 

足利市職員試験委員会（足利市役所人事課内 ℡ 0284-20-2116） 

 

 

 

１．職種・受験資格・職務内容  

※ 次のいずれかに該当する方は受験できません。 

◆ 日本国籍を有しない方 

◆ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方 

◆ 足利市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から 2 年を経過しない方 

◆ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する  

政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方 

 

主な職務内容 

足利市立美術館等において、以下の業務に従事します。 

〇展覧会の企画・実施に関すること   〇教育普及事業に関すること 

〇美術作品等の調査・研究に関すること 〇美術作品等の収集・保管・管理に関すること  等 

 

 
 

  

職種 
受験資格 採用予定

人数 年齢要件 その他 

学芸員 
（近現代美術） 

昭和 59 年 4 月 2 日 

以降に生まれた方 
学芸員資格を有している、または取得見込みの方 若干名 

◎ 申込受付期間 令和５年 8 月１７日（木）～ 8 月２３日（水） 

行政・行政（スポーツ）・行政（障がい者）・行政（社会人経験

者）・建築・消防・保健師についても募集しています。 

別途、採用試験案内をご覧ください。 
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２．選考の日時・会場・合格発表  

区分 日時・会場 合格発表 

第 1 次 （申込時面接・書類選考） 

10 月１１日（水） 

・足利市ホームページに掲示 

・合格者にのみ通知 

第 2 次 
10 月２１日（土）・２２日（日）のいずれか 

（日程･場所等の詳細は、第 1 次試験合格者に通知します。） 

10 月下旬 

・足利市ホームページに掲示 

・合格者にのみ通知 

第 3 次 
11 月９日（木）～１３日（月）のいずれか 

（日程･場所等の詳細は、第 2 次試験合格者に通知します。） 

11 月下旬 

・足利市ホームページに掲示 

・合格者・補欠者にのみ通知 

※ 台風・地震などの非常時のお知らせや、試験当日の注意事項がある場合は、足利市の採用ホームページにてお知ら

せしますので、ご確認ください。 

 

 

３．選考内容  

区分 科目 内 容 

第 1 次 
申込時面接 主として人柄をみるための短時間の面接試験（申込受付時に実施） 

書類選考 申込書及び研究業績調書の審査 

第 2 次 個人面接 主として人柄をみるための面接試験 

第 3 次 個人面接 主として人柄をみるための面接試験 

※ 第 2 次試験は、第１次試験合格者を対象として、第 3 次試験は、第２次試験合格者を対象として行います。 

 

 

４．申込受付期間・受付場所  

受付期間 受付時間・受付場所 

8 月１７日（木） 

～２３日（水） 

≪平日≫ 午前 9 時～午後 5 時 足利市役所人事課（本庁舎 4 階） 

≪土日≫ 午前 9 時～午後 3 時 助戸公民館 2 階 

※ 申込時に面接を実施し、受験票をお渡しします。申込書類をお持ちの上、必ず受験者本人がお越しください。 

※ 面接までお待たせする場合があります。予めご了承ください。（土日及び最終日は混雑する傾向にあります。） 

 

 

５．申込書類  

申込に必要な書類は次のとおりです。書類に不備がある場合は受付できません。 

① 採用試験申込書（所定の様式） 

② 学芸員資格証明書の写し【資格を取得している方のみ】 

③ 研究業績調書（所定の様式） 

④ 研究業績調書に記載したものから１つ選び、それに関する論文等を１部（任意の様式） 

※ 第 3 次試験を受験する際には、最終学校の成績証明書等（高等学校卒業見込みの場合は、調査書）の提出が

必要となります。 

※ 提出された書類は返却できませんので、ご了承ください。 
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６．勤務条件  

区 分 内 容 

初任給 

職員の初任給は、学歴や採用前の職歴等に応じて決定します。 

≪初任給の例≫ 

・大 卒／採用時２２歳     185,200 円 

諸手当 期末･勤勉手当（ボーナス）・扶養手当・通勤手当・住居手当などの手当があります。 

社会保険 栃木県市町村職員共済組合に加入します。 

勤務時間 原則として、午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分までです。 

休日 

週休日（原則として土・日曜日）・祝日・年末年始の休日（12／29～1／3）・    

年次有給休暇（1 年度につき 20 日） 

その他、有給休暇として、夏季休暇・病気休暇・慶弔休暇などがあります。 

福利厚生 定期健康診断・人間ドック補助・各種貸付などがあります。 

その他 採用後 6 か月間は、条件付採用となります。 

※ 令和５年 7 月 1 日現在の条例・規則等に基づいた内容です。 

 

 

７．採用期日  

最終合格者の採用期日は、令和６年 4 月 1 日の予定です。ただし、採用期日までに学芸員資格を取得でき

ない場合は、採用される資格を失います。 

 

 

８．試験結果の簡易開示  

試験結果については、口頭で開示を請求することができます。開示を希望する場合は、受験者本人が、   

本人であることを証明できるもの（運転免許証、学生証等の顔写真が付いたもの）をお持ちの上、      

人事課までお越しください。電話、ハガキ等による開示請求はできません。（棄権者は開示請求できません。） 

試  験 開示請求できる人 開示する内容 開示の期間及び場所 

第１次試験 不合格者 総合得点及び順位 ◆それぞれの合格発表の日から

１か月以内 

◆市役所人事課（本庁舎４階） 

◆平日 午前 9 時～午後 5 時 

第２次試験 不合格者 総合得点及び順位 

第３次試験 不合格者 総合得点及び順位 
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９．市長からのメッセージ  

足利市は、豊かな緑と清らかな水に恵まれ、足利氏ゆかりの深い歴

史と伝統を誇る美しいまちです。市制が施行されてから１００年の

歳月を積み重ねてきました。 

足利市は今、他の自治体と同様に、人口減少、地域産業の振興、災

害対策、公共施設の建替え等、様々な課題があります。これらの諸課

題の解決に努め、市民サービスを向上させながら本市の未来ある子

どもたちへ繋いでいくためには、問題を先送りせずに取り組み、既成

概念や前例に縛られない「突破力」が必要です。 

今まさに、自治体にも“都市経営”の視点が求められています。民間企業と同じく成長性

や収益性を意識しながら、山積する課題に果敢に挑むとともに、新しいビジネスの種を見つ

け、育て、拡げていくというサイクルを構築していかなければなりません。 

まちを支えるのは「人」です。そしてこのまちをさらに前進させていくには、まちの発展

を願い、自ら考え行動できる仲間が必要です。誇れる故郷・足利市を未来へとつなげていく

ために、まちづくりに熱い思いを持つ皆様を心からお待ちしています。 

 

  

                 足利市長   
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